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　 米 国 看 護 学 部 教 育 は 一 般 に、SAT
（Standard Achievement Test）といって
日本のセンター試験に該当する全国標準テ
ストの合計点を中心に大学入学を決めてい
る。他学部専攻卒業者、社会人や看護専門
学校卒業者で学位を持たない看護師に対し
ては何種類かの学部教育プログラムが用意
されている。フルタイムのものやパートタ
イムのものがある。学士号の称号を得るた
めに、看護専門学校を卒業した者は、大学
が決めた大学教育卒業必修科目や選択科目
の単位を修得し、大学制プログラムに入学
する。要求される単位習得の科目や単位数
は各大学が査定する。こうしたプログラム
を提供するには、教職員の数、ＩＴシステ
ムの充実が必要である。日本では1995年頃
から社会人入学者など少しずつ増えてきた
が、国内の看護大学入学の対象者はやはり
高校卒業生が中心で、社会人、他学部卒業
生などはまだ少数派である。
　そこで、日本の大学間の現在ある単位互
換制度、編入学制度がスムースになるよう
に工夫すれば、学生は必要な単位を他大学
において学習することもできる。また留年
をさけることも可能となる。
　単科看護大学の有利な点は特に私立の場
合、大学の方針を決めるとき規制の多い国
公立大学に比べて自由で敏速である。一方、
大学の一年二年の教養科目、専門基礎科目
の教育のための人材、経済、物的資源の確
保は容易ではない。そこで他大学との連携
で単位互換制度を使い、また放送大学の単
位やＩＴシステムを利用できる管理とその
評価制度を準備すれば、少ない人材資源を
看護大学教育の質の向上に結びつけること
が可能となる。将来は国内留学とか海外留
学が単位として認めることも可能となる。
　国際的な単位互換をしている米国の大学
も学部レベルではその科目や内容に限界が
ある。それは言語と文化の差があるから学
8生の学習内容を単位に認定することが難し
いのである。異文化理解として国外にフィ
ールドをもつ米国の大学で、公衆衛生看護
が有名なジョンズ・ホプキンス大学では学
部教育というより大学院の研究フィールド
として海外留学制度を使っている。米国は
移民の国といわれるほど外国からの民族が
多く集まっている。一方、国内で異文化を
理解する看護プロジェクトを看護大学プロ
グラムに組みいれている学部教育にエモリ
ー大学がある。それはメキシコ系移民労働
者の健康管理などの短期間のボランティア
実習である。日本にも地域に移民してきた
外国からの居住者がかなりいるので、こう
した人たちの生活の世話として言語の問題、
日本文化の理解の支援など考慮にいれた学
習を単位に組み入れる看護プログラムなど
が考えられる。
Ⅴ．都市の大学と地方の大学
　人口が多い大都市には大学の数が多く、
大学間の競争が激しい。おのずと人が集ま
りやすい交通機関があり、都会の魅力、教
育に関する人的資源、国の教育政策機関と
の利便性などの理由で入学応募者数も入試
の倍率も高い。因みに東京にある看護系大
学は11校あり、それに対して日本海側の福
井県は２校、離島の沖縄県は３校である。
全国の看護系大学数は増加しても、看護大
学の都市集中傾向はおとろえず、それでも
なお看護大学、看護大学教育者、看護大学
卒業生、看護師の不足が叫ばれている。
　地方の看護大学が繁栄しているところで
は、地域全体、地域の市民一人ひとりが看
護大学を町興しの一環として導入している。
　米国の古い都市であるフィラデルフィア
市には古い名門校の隣に、地元の小規模な
私立ドレクスル大学というのがある。この
大学は地元の人にむけて５年制の、Work 
and Study というプログラムをつくり、
大学卒業年間を４年ではなく５年としてい
る。そのうち１年間はインターンシップと
して会社で授業の一環として学生が雇用さ
れ、学生は与えられた課題のレポートを書
く。在学中に学生は現実の社会を理解する。
学生の授業料も名門校ほど高くなく、隣接
大学間の交流として図書館や運動場、講堂、
体育館などが使用できる。この大学は現在、
繁栄し看護学部もでき、ビルディングなど
の増設中である。フィラデルフィア市は地
味な都市ではあるが、大学の町といわれる
ほど大学の数があり、低所得者の住居地の
中にある大学もあるので、看護学部はそれ
ぞれ、地元の健康問題として低所得者、高
齢者、10代の高校生、乳幼児などを対象に
助成金を獲得し、研究、看護実践をおこな
って市民に貢献している。日本の例として、
兵庫県立看護大学は大震災の経験をもとに、
災害看護という科目をつくり、海外から大
勢の看護関係者が視察や研修にくる。地域
にある看護大学はその地域の健康上の問題
や、主な産業、環境上の特徴が何かを知り、
それをどうプログラムにとりいれるかを研
究する必要があると考える。
Ⅵ．平成時代の学生
　看護大学に社会人、男性の入学者が増加
するようになり社会における看護大学教育
の期待が変化している。これも平成時代の
文化である。
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　日常生活から学生を観察すると平成時代
の学生は、昭和の時代では見られなかった
次のような特徴が目立つ。
　1）携帯の使用や電子ゲームで遊ぶ。
　2）ヴィジュアル系の本が愛用される。
　3）イヤホーンを使う人が多い。
　4）カードでショッピングをする。
　5） メール、絵文字など使い、コミュニケ
ーションをとるのが上手である。
　6）男女ともファッションセンスが強い。
まさにＩＴ、コンピュータの時代、目でみた
価値が重要となる時代の生活者である。
　コンピュータ時代の看護大学教育では、
コンピュータから知識や情報が得られる。
看護の臨床実践においてさえも、クリニカ
ルパスを使えば、看護職者が次に何をする
かの解答はすぐコンピュータから得られる。
しかし患者すべてが同じパターンではなく、
それぞれ異なるので問題がおきる。そこで
今世紀の看護大学教育者として考慮するべ
きは、看護大学教育の対象である新しい時
代の学生、青年層の理解が必要であると考
える。
　大学教育で重要なことは知識の記憶とか、
パターンを教えるというより学生に考えさ
せる教育、知識や体験を使って自主的に、
それこそコンピュータを使って情報を得て、
専門職者として考え、答えを出し、行動で
きるような教育方法を工夫することである。
臨地実習で、自分の育った文化と異なる文
化の患者に対応し、あるいは知らない地域
で地域看護学実習をするときに行動できる
能力を学習させることである。学習効果の
評価は、大学教育目標としている看護につ
いて学生が知識、技術、態度、価値観をど
う表現できるかをみることである。４年間
の限られた期間内での大学教育では臨床上
の学習経験は重要であり、とくに平成時代
の学生に対して現実の世界に直面させる教
育を強くすすめる必要がある。
Ⅶ．まとめ
１． 看護大学教育者が看護専門用語を使う
とき米国文化の理解と解説が必要であ
る。
２． 学生の学習支援体制および教員能力の
向上のための支援体制の工夫が必要で
ある。
３． 大学単位制度を効率的に使用すること
により、看護教育の質を充実させるこ
とが大切である。
４． 地方の看護大学は地域の特徴を把握し、
それをプログラムにくみいれる工夫が
必要ある。
５． 平成時代の学生の教育は、知識の暗記
というより、知識をどう使うかを考え
させることが重要で臨地実習に力を注
ぐべきである。
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